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 北海道でも、７月早々に猛暑になったと思っ

たら、湿度の高い日が続いた挙句に本州の梅雨

のような大雨になって、というこの異常な天候

も気候温暖化の影響でしょうか。 

 さて、今回の白夜は、このような不可解かつ

不快な天候とは無縁の涼しい話題、爽やかな話

題を中心に、当協会の会員の皆さんがご執筆い

ただいた原稿を掲載いたします。 

 

 

ワールドモーグルキャンプに参加しまし

た！  

 

鈴木岳 

 

今年の 4 月末にスキーのモーグル競技、北京

オリンピック男子メダリストたちが勢ぞろい

した講習会イベント、ワールドモーグルキャン

プが札幌手稲スキー場でありました。スキーモ

ーグルはコブをいち速く滑り降り、途中に二回

ジャンプするスリリングな競技です。私は高校

生の頃までコブを我流で滑るのが大好きでし

たが、どうにもかっこよく滑り降りられるよう

にはなりませんでした。その後はテレビで見る

専門になりました。スキーを持っていく面倒く

ささもあり、スキーをすること自体が家族にせ

がまれ、年に２、３度行く程度になりました。

30 歳代から新型コロナが来た 2 年前までカー

リングで勝つことを目標に、ジムで体力づくり

を続けてきました。ところが新型コロナ流行の

せいで屋内スポーツに行き難くなり、感染リス

クの低い屋外競技であるスキーやランニング

に挑戦することになりました。コブ滑りを You 

tube で研究しながら、夜間の大人のコブ教室に

通い、ちょうど夢中になっていたこともあり、

この催しの後援をしつつ参加しました。北京で

金メダルに輝いたスウェーデンのバルテルバ

ルベリ Walter Wallberg（一般的に英語読みのウ

ォルターウォルバーグと呼ばれています）、銀

メダルはカナダのキングスベリー、そして銅メ

ダルの堀島行真らに加えて、特別ゲストに日本

女子のトップ、川村あんり（W 杯優勝）が花を

添えた大変に豪華なイベントでした。 

 

 

ゲストの四選手 

 

 後援していたこともあり、その前夜祭で選手

たちと飲む機会がありました。まずは同じ席に

長野五輪選手だった三浦豪太（父は三浦雄一

郎）さんがいてびっくりしました。さらに目の

前に前人未到の世界選手権 10連覇を成し遂げ、

絶対王者と呼称されるカナダのキングスベリ

ーと日本男子最多の世界大会優勝を誇る堀島

行真が座っていました。現在、堀島はもっとも

キングスベリーに迫ってきた選手で、私の中で

眠っていたコブ滑りへの憧れを再度呼び起こ

してくれたヒーローです。でも、目の前に座っ

ていた二人は物静かで気さくな青年たちでし

た。二人で仲良くポケモンとムシキングのキャ

ラクターを自慢しあっている光景が可愛かっ

たです。ライバルたちも競技の外では仲良しな

んですね。キングスベリーが教えてくれたオフ

の過ごし方が印象的でした。「休みの時は自分

の大会ビデオを見返して、常に反省をしてい

る。そして次の大会に生かす。」と話されまし

た。この競技への真摯な姿勢、上達への情熱の

継続こそが、10 年以上も王者であり続ける秘訣

なのだと感心しました。堀島選手には銅メダル

での滑りで２度ほどコブに弾かれそうになっ

た時の様子を尋ねました。するとものすごいス

ピードで滑り降りている最中でも、一瞬一瞬の

体の微細な変化を感じ取り、体を修正した様を
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伺い舌を巻きました。どうも、体感時間の流れ

が常人とは異なるようで、タイマーが 0.01 秒と

示す時間を、彼らは 1 秒位に感じるのかもしれ

ません。堀島選手はスキー講習でも優しく丁寧

に教えてくれ、競技中の迫力ある滑りとは対照

的で、テレビでみた通りの紳士でした。 

 

 

堀島、キングスベリ両選手と金、銀、銅メダル 

 

席の入れ替えで川村あんりとバルテルバル

ベリにお話しを伺いました。この講習会に参加

したかった目的の一つがバルベリと会うこと

でした。やはり、スウェーデンに縁があった私

としては、キングスベリーと堀島の金メダル争

いという下馬評を覆し、スウェーデンモーグル

界初のメダル、それも金メダルを持ち帰ったバ

ルベリと話をしてみたかったのです。 

 

 

バルベリ、川村両選手と私 

まず、あんりちゃん（まだ 17 歳の高校生）に

上半身が全くブレずに、まるでエスカレーター

でおりてくるようにコブを滑ってくると賞賛

し、大舞台で緊張することはないのかと尋ねま

した。すると「私は小さい頃から人の 100 倍以

上も練習を重ねてきました。スタート台の下の

方（待合）では緊張するんですけど、スタート

台で緊張することはないですね。」と自信に満

ちた返事を聞き驚きました。まだ１７歳とはと

ても思えぬしっかりした返答だったからです。

先ほど競技会を引退したフィギアの羽生結弦

選手にも通ずることですが、10 歳代で結果を出

さねばならない瞬発系競技では、いかに子供達

の心持ちをそこに持っていくかが鍵になりま

す。スポーツメンタルトレーニングをどう育成

に生かすかに関心がある私には、あんりちゃん

はスポーツ選手だったご両親にしっかりメン

タルもトレーニングされてきたのだろうと思

われました。カーリング界はアスリートとして

年寄りの域になっても五輪に出られる特性が

あるためか、若手のメンタル育成が瞬発系競技

に比べてのんびりなのが課題です。 

 

 

私とバルベリ選手 

 

 次にバルベリにスウェーデン語で話しかけ

てみました。バルベリは 2000 年生まれのミレ

ニアムボーイ（息子と同じ年齢）で 22 歳。テ

レビで見る以上に金髪の美男子で、はにかむ笑

顔が可愛い青年でした。スウェーデン人をはじ
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め、北欧人にスウェーデン語で話しかけるとま

ず喜びとともに驚かれます。彼らは英語もでき

ますが、やはり母国語で話すことが一番楽なよ

うで、緊張がほどけ、一気に距離が縮みました。

彼は Bollnäs ボルネース生まれで、そこでスキ

ーを父の手ほどきで始めました。しかし、ボル

ネースはウプサラよりやや北のバルト海側で

山がないはずです。「そんな平地で、なんでス

キーが上手なんですか？」と尋ねると「父が大

好きで始めたんだけど、自分が上手になってか

らは 10 歳の頃に、一家でスキーリゾートのあ

る Åre オーレ(ノルウェー国境沿いにある山岳

地帯)に引っ越したんだ。そこでモーグルに夢中

になりました。」と家族の応援が一番の成功の

秘訣だったようです。実はかれはオリンピック

の 2 年前に前十字靭帯を切ってしまい、手術後

2 年間も競技会から離れていました。オリンピ

ックの年にカンバックを果たし、今回の金メダ

ルを獲得しました。まさに奇跡的な金メダルに

思えます。怪我の時期というのはメンタルトレ

ーニング、イメージトレーニングを強化するこ

とで怪我をする前よりも強くなることがある

んですね。こんど「Åre にきてください」と誘

ってくれたので、行っちゃおうかな。それより

も「次のイタリア五輪で、また会おうね」と返

したら「Det gör vi!（そうしよう）」と約束して

くれました。私にとっては移住まで考えたスウ

ェーデンですから、今もスウェーデンに友達を

持てるのはとても嬉しいことです。 

 

バルベリ選手のジャンプ 

 

堀島行真選手のバックフリップ 

 

 

キングスベリー選手 

 

 

上手く撮ってもらった私 

 

モーグル競技は変化があって華もあり、見て

いて大変楽しい競技です。そして、なんと現在

最も強豪の層が厚いのが日本選手団です。カー

リングとともに今後のモーグルにもご注目く

ださい。 
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 ここからは、横山理事長による当協会の活動

の現状の総括、及び久々の開催となったイベン

トのご紹介をしたいと思います。 

 

 

2022 年度上期の北海道スウェーデン協会

の活動と今後の展望 

                     

理事長 横山 隆 

 

 2020 年度、2021 年度と開催することが叶わ

なかった北海道スウェーデン協会のリアル総

会を、今年度は 5 月 27 日金曜日の夕方 17:00

から開発工営社会議室で開催することが出来

ました。新型コロナ感染症の第 6 波が収まりつ

つあったちょうど端境期であったことも幸い

しました。 

総会議案の審議が滞りなく終わった後、会員

の千葉華月 北海学園大学教授にスウェーデン

・ウプサラでの研究生活についてご講演をいた

だきました。総会・講演会を終えた後、会場を

移して懇親会に入り、20 名弱の参加された会員

の皆様の自己紹介を含め、各個人のスウェーデ

ンとの関わり、思い、情報交換などにより、大

いに懇親を深めることが出来ました。特に、リ

アルな会合を持つことが出来なかったこの 2 年

間に入会された新入会員の皆様のお話が新鮮

に感じられ、これに触発された従来からの会員

の皆様のお話にも力が入り、充実した情報交換

には目を見張るものがありました。やはり、対

面での交流のチカラを再確認した次第です。 

翌 5 月 28 日土曜日、29 日日曜日に札幌で開

催された「野間友貴＆荒ひろこ」両氏のフィド

ルとカンテレのコンサート（北欧民族音楽）を

後援させて頂き、協会の会員にも聴衆として参

加いただきました。両氏のスケジュールが既に

決まっていましたので、総会での演奏は実現し

ませんでした。来年のコンサートは金沢市で開

催、再来年は札幌市での開催予定とのことです

ので、事前準備をすすめ、再来年の総会とコン

サートの日程を併せて、会員の皆様と札幌市民

に広くコンサートを聴いていただきたいと考

えています。 

6 月 18 日土曜日には、創成川沿いのホテル

「フェアフィールド・バイ・マリオット札幌」

1 階の FIKA CAFÉ Lagom で行われた夏至祭イベ

ントへ協賛すると同時に、スウェーデン料理の

研究家でイラストレーターの見瀬 理恵子さん

のイラスト展「SKA VI FIKA?」を主催いたしま

した。生演奏グループ frihet とのコンタクト、

見瀬さんの作品輸送・会場展示に坂本常任理事

に一汗も二汗もかいていただきました。深謝申

し上げます。 

7 月 17 日日曜日、イラスト展「SKA VI FIKA?」

の最終日に、協会有志メンバーによる「茶話会」

を FIKA CAFÉ Lagom で試行してみました。新型

コロナ感染症第７波の兆しもあったことから、

小グループで小 1 時間ほどのおしゃべりを楽し

む会と位置付けての開催でした。来札中の友人

を同伴された会員もおられ、8 名の参加者で、

スウェーデン・スウィーツを楽しみながら会話

が弾みました。坂本常任理事には、閉会後の作

品撤収のお役目が残っており、御礼の申し上げ

ようもございません。有難うございました。 

さて、新型コロナ感染症第７波が猛威をふる

っており、今年度後半の活動が見通せない状況

ですが、「茶話会」のようなこじんまりとした、

出欠や会場の制約を受けない「ゆるい活動」を

地道に続けていけたらと考えています。もちろ

ん、目黒事務局長のお骨折りで、インターネッ

ト版「白夜」や東海大学の学生 浅野 千尋さん、

河野 紫杏さんにデザインをお願いしています

紙媒体「シェーナ」の発行を継続いたしますの

で、お楽しみいただけたら幸いです。 

加藤 誠 会長亡き後の喪失感で、今後の北海

道スウェーデン協会の体制を考えることがで

きない日々が続いていますが、機関紙などの発

行・茶話会のようなイベントを地道に積み上げ

て行くことで新しい風景が見えてくると信じ、

今年度後半の当協会の活動の展望とします。 
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 当協会としても、コロナ禍の始まり以降、久

々に人々に集まってもらうイベントに携わる

ことができました。6 月 18 日にフェアフィー

ルド・バイ・マリオット札幌内の FIKA CAFÉ 

Lagom で開催された「夏至祭 Fika」及び 6 月 16

日から 7 月 17 日までの見瀬理恵子北欧イラス

ト展「夏の大切な時間 “Ska vi Fika？”」（同

店との共催）です。 

 夏至祭 Fika は、FM 局 AIR-G'の番組 fika のパ

ーソナリティ SATO さんも参加して、北欧音楽

を聴きながらお茶を楽しむ催し。イラスト展で

は、イラストの展示だけでなく、ポストカード

や北欧雑貨の展示販売も行われました。 

いずれも、多くの北欧ファンを楽しませると

ともに、同店に北欧的な雰囲気をもたらして、

素敵な空間づくりにも貢献したと思われます。 

 ここでは、両イベントに携わった二名の会員

からの原稿を掲載します。 

 

 

夏至祭 Fika に出演して 

 

    今井 紀太 

 

※ご挨拶 

 

皆様お世話になっております。北海道スウェ

ーデン協会会員の今井です。この度北海道スウ

ェーデン協会主催のイベント夏至祭 FIKA に、

自分のバンド frihet での演奏で携わらさせて

頂くことができました。その事について書かせ

て頂けたらと思います。 

 

※CAFÉ Lagom との出会い 

 

自分は昨年東京から札幌に移住しました。ス

ウェーデンの音楽がきっかけでスウェーデン

に携わる事となり、音楽だけでなく視野を広げ

て文化の観点からもスウェーデンと関わる事

ができたらと、東京滞在中は積極的にスウェー

デン大使館のイベント、スウェーデン関係のコ

ミュニティーやイベント、スウェーデンに関す

るお店等に顔を出していました。そのおかげと

言いますか、東京を出る前には東京におけるス

ウェーデンコミュニティー・ネットワークに関

して大体を把握できている状態になっていま

した。 

当別町・スウェーデン交流センターを中心と

した、日本で２番目の規模を誇る北海道のスウ

ェーデンコミュニティーと接点を持ちたいと

思い札幌に移住をしてきましたが、正直な所、

当別町・スウェーデン交流センター・北海道ス

ウェーデン協会以外に関しては何も手掛かり

が無い状態でした。 

友人にお誘いを頂き、初めて CAFÉ Lagom に

来た時には本当に驚きました。札幌にこんなに

も立派な北欧Caféがあるのか、と。そしてAir-G

での SATO さんが運営されている Fika という番

組の存在も知り、もしかしたら札幌を中心とし

て東京の人達からも一目置かれるような北欧

コミュニティーが生まれるのかもしれないと

思いました。 

そういった経緯もあった為、今回のイベント

に音楽で携わらせて頂くというのは本当に本

当にありがたいお話でした。 

 

 

frihet のメンバーと当協会横山理事長 

 

※夏至祭 Fika 本番 

 

元々frihet というバンドは、自分が Jazz の
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セッションでノルウェーに６年居住歴のある

フミ君というクラリネット奏者と出会った事

がきっかけでした。彼がハンガリーの伝統楽器

ターロガトーを所有していた事から、何となく

トラッド音楽をやってみようかという話でス

タートしました。お互いトラッド音楽が専業で

はない為、トラッド音楽をもっと自由な観点で

アレンジしていこうという意味合いから

frihet というバンド名になりました。今回

Lagom での夏至祭 Fika、そして翌日の当別町の

夏至祭に演奏で携わらせて頂く事となった為、

セットリストも伝統的なトラッド曲・夏至祭で

有名な曲・夏を感じる曲・メロディーがきれい

な曲を意識して選曲させて頂きました。当別町

からも民族衣装もお借りする事ができ、少しで

も夏至祭色を強く出せるように頑張りました。 

 

当日の天候がかなり心配でしたが、Lagom の

スタッフの方が作られたてるてる坊主のおか

げで雨を回避する事ができました。開放感があ

る中庭にてとても美味しい北欧料理と演奏、そ

して SATO さんの素敵な MC、最高の時間でした。

何よりも演奏終了後に北欧に興味を持って下

さっているお客様と交流を持たせて頂く事が

できたという事が、本当に貴重でありがたい時

間でした。わざわざ旭川から来られていたお客

様もいらっしゃいました。こんなにも北欧に興

味を持たれている方々がいらっしゃるんだと、

本当に嬉しかったです。今後もっともっと札幌

の北欧コミュニティーは大きくなっていくの

ではないか、そんな予感がしました。 

 

※FIKA の重要性 

 

今回このイベントに参加させて頂きまして、

改めて思った事があります。それは「FIKA の重

要性」です。スウェーデンは音楽大国、本当に

素晴らしい技術や能力をもったミュージシャ

ン達が溢れています。自分も実際にそれを現地

で見てきました。そういう素晴らしいミュージ

シャン達程、絶対に FIKA をするのです。FIKA

で何でもないような話をするのです。セムラが

解禁したらセムラを食べて、ザリガニパーティ

ーをして夏至祭でフォークダンスを踊って、夏

にはサマーハウスに移動してのんびり過ごし

て、クリスマスは家族を大事にする、スウェー

デン人らしさを守る事をすごく大事にするの

です。 

 

 

演奏する筆者（右端）ら 

 

自分が今音楽をやっていて凄く感じるのが、

こういった FIKA のような時間が日本だとどん

どん軽視されてきています。SNS が蔓延してい

るこの時代、重要な打ち合わせでも極力 SNS や

ZOOM 等で済ませようとする傾向を強く感じま

す。多忙だと言ったもん勝ちみたいな傾向と言

いますか。 

でも日本でもこの人はミュージシャンとし

て素晴らしい音を出すなと感じる人は、大体た

わいもないような事を話しながら人と飲んだ

りする事大事にしているように感じます。 

自分はアナログを分かっている人こそが本

当にデジタルを扱いこなせるのではないかと

思っています。FIKA のような昔からあるアナロ

グな伝統を大事にしているスウェーデン人だ

からこそ、様々な分野において世界に最先端の

技術を提供している国になれているのかなと

思います。 

日本でも FIKA のような文化が定着していく

事ができたらと、強く願っております。 
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夏の大切な時間 “Ska vi Fika？” 

 

    坂本 千鶴 

 

見瀬理恵子さんの北欧イラスト展がフェア

フィールド・バイ・マリオット札幌 FIKA CAFÉ 

Lagom と北海道スウェーデン協会との共催で同

CAFÉ において 6 月 16 日より 1 ケ月間開催し、

昨日終了しました。 

開催にあたりこの企画を受け入れて頂きま

した FIKA CAFÉ Lagom 様、協会の横山理事長、

目黒事務局長に心より感謝しお礼を申し上げ

ます。 

 

私事ではありますが、“FIKA”という言葉の

文字と意味は私にとってスウェーデンをぐっ

と身近に、そして愛着を感じる「縁」があった

ような気がしています。 

私が当別町に移住後、約 15 年間、街づくり

に関わる場面で仕事をし、スウェーデンヒルズ

の最寄りのＪＲ太美駅舎内に町の案内所の立

ち上げ準備、施設に常駐することになり、施設

の愛称を提案する時、ここはスウェーデンヒル

ズに繋がる玄関口、誰もが読めて親しみを持っ

てコミュニケーションを感じるスウェーデン

語の単語を探してその時、出会ったのが

“FIKA”でした。スウェーデンの FIKA の文化

と大切な時間や人との過ごし方を調べていく

うちに私がイメージし、目指したい施設のコン

セプトとほぼ一致し、その場所は“FIKA”と決

まりました。 

コロナ禍前は町に訪れるスウェーデン人も

多くいて、この“FIKA”前で記念写真を撮って

いく人もいました。この風景が親しまれるよう

になり１年後には当別町の人たちに自然に

“FIKA”と呼んでもらえるようになり現在に

至ります。 

その頃、在日スウェーデン大使館の HP で紹

介する見瀬理恵子さんのスウェーデンの四季

折々のお菓子や食文化のイラストがメインの

本「FIKA」を知り早速購入して大ファンになり

ました。 

昨年 FIKA CAFÉ Lagom に行く機会があり、そ

こで FIKA する人達を見て、見瀬さんの「FIKA」

がとてもマッチしてここでイラスト展ができ

たら素敵だなーと感じたのが始まりでした。 

私の思いを目黒事務局長に話す機会があり、そ

の時 Lagom の中川マネージャーと繋いでくれ、

実現となりました。 

コロナ禍で、CAFÉ、事務局、作家さんと私、

ほぼ全てメールでのやり取りで不安もありま

したが 6 月 18 日に開催された夏至祭 FIKA の満

員のお客様にも見てもらえオリジナル作品を

購入する方もいて安堵しました。 

 

 

イラスト（左の壁）の前に集まった会員たち 

（左から４人目が筆者） 

 

既に展示を見に行った友人からも好評のメ

ールを頂いています。 

最終日には協会の方達と鑑賞して、Fika して

談笑しながら正に Lagom でした。 

感謝を込めて 「SKA VI  FIKA?」 

 

 

（白夜第８号 終わり） 


